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１．生成AIの影響
　近年、生成AIに関する取り組みを耳にする機

会は多く、パソコンやスマートフォンなど、日常

生活における身近な環境においても、それら技術

の恩恵に触れる機会が増えている。急速に普及し、

実用化が進む人工知能技術は、幅広い分野で応用

されており、それら技術はイノベーション推進な

どにも大きく貢献しているとの声も聞かれる

（Batool et al. ［2025］、Raza et al. ［2025］、

United Nations［2026］）。生成AIに関しては、

その影響の大きさから数多くの議論が行われてお

り、例えば、生成AI技術の登場により定型業務

の多くが代替されるとの議論がある一方で、新し

い役割や需要が生まれるといった議論も行われて

いる（Dong et al. ［2024］）（注１）。国内において

も、AIディスカッションペーパー（金融庁［2025］）

において生成AIに関し、「生成AIの加速度的な性

能向上等により、ついに社会に広範に実装される

段階に到達しつつある」との指摘も行われるなど、

社会的にも大きな関心事であることがうかがえ

る。

２．金融分野における取り組み
　生成AI、大規模言語モデルの取り組みが盛ん

な分野として、医療、自動車産業、法執行、教育

分野などが挙げられるが、金融分野も、それら分

野と並びアクティブな分野の一つに数えられる

（Cath［2018］、Batool et al. ［2025］、Raza 

et al. ［2025］）（注２）。

　金融分野における情報技術の利活用への取り組

みの歴史は比較的古く、例えば1950年代の証券取

引所、金融機関への計算機の導入などにさかのぼ

る（注３）（注４）。近年においては、Fintech（注５）（注６）

分野などにおいて産官学を交えたイベントなども

意欲的に行われている（注７）。Fintechの発展を促

進している要因に関して、Gomber et al. ［2018］

は、豊富なデータ、データ基盤やシステムの高度

化、機械学習技術の進展、デジタルセンシング技
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（注１）　例えば、Dong et al. ［2024］は、AI監督、プロンプト設計、AIガバナンス、データ品質管理、AI倫理、
ハイブリッド分析能力などを挙げている。

（注２）　学術分野への影響も大きい。例えば、Dong et al. ［2024］は、会計・金融・経済学ネットワークに関連
するChatGPTおよびその他のLLM関連論文200本以上が比較的短期間（2022年１月から2024年３月まで）
のうちに、SSRNにアップロードされていると述べている。本誌などにおいても数多くの報告が行われて
い る（ 中 妻［2023］、 高 橋［2025］、Hong, C. and Takahashi［2025］、Matsumoto et al.［2025］、
Yoon and Takahashi［2025］）。


